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西日本出版社の既刊のご案内　丸善ジュンク堂書店様各位

■花房観音　■四六判228P　■本体1500円＋税

■ISBN　978-4-908443-98-5

■花房観音　■四六判252P　■本体1500円+税

■発売／西日本出版社大阪府吹田市南金田 1-11-11-202　TEL:06-6338-3078  FAX:06-6310-7057
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2001年4月、48歳で逝った河島英五。
今も夜な夜な歌われる名曲「酒と泪と男と女」。
ホモサピエンスという名のバンドを組み、ステージ
で歌い始めた高校時代。
「あのねのね」のバックバンドとして屈折した思い
を持っていた下積み時代。日本酒のCMに起用され
て売れた「酒と泪と男と女」。シルクロードを漂流し
た一人旅。円空の後ろ姿を追って、バイクにギター
を積んで日本各地で歌った日々。
笑福亭鶴瓶、桂南光、原田伸郎たちが回想する英五
とのピリピリした時間と深い情。
家族を心から愛し、病に侵されながらも最後までス
テージの上に立ち続けた。
著者・花房観音が、英五の娘、河島あみると出会っ
たことから、世間がイメージする「男らしい」河島英
五と違う英五の姿を知り、その生き様にのめりこ
み、生涯を書ききった、渾身の一作。

京都に女王と
呼ばれた作家がいた
山村美紗とふたりの男

生きてりゃいいさ
河島英五伝

生きてりゃいいさ
河島英五伝

著者　花房観音
四六判並製 252P ／本体 :1,500 円＋税／ ISBN 978-4-908443-98-5

重版
 決定
GW明け出来

予定

発売一週間、初版 5000部、

在庫が500部を切りました。
今必要な書店様には10冊以上で直送します。

全国紙、地方紙から書評を掲載するというお話をいただいています。
また、英五世代の書評家、ラジオパーソナリティも「生きる」ということに向き合っ
た傑作だという話を書き、お話され、その輪がひろがってきています。

2001 年 4月、48 歳で逝った河島英五。
病に侵されながら亡くなる２日前までライブで歌っていた河島英五の「生きてりゃ
いいさ」のメッセージを、その生涯を書ききった、渾身の一作。
笑福亭鶴瓶、桂南光などその時々を過ごした仲間たち。しんどいことも多いけど、
ほんと、「生きてりゃいいさ」なのです。

□POP
□A3 ポスター
□B2ポスター

10 冊以上のご注文で
直送ご希望の場合
こちらにチェックを
お願いします。

［全体］送品 384 冊／実売 113 冊／仕上がり 29.4％
［関西］送品 165 冊／実売 89 冊   ／仕上がり 54％（品切６店舗）
大阪本店様では、週刊総合６位にランクインしています。

丸善ジュンク堂様の売り上げデータ（４月20日現在）


